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№
３
９
１
（
一
九
八
九
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
４
２
４
（
一
九
八
九
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
３
９
１
（
一
九
八
九
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
一
九
八
八
年
、
わ
れ
わ
れ
の
進
路
①

「
全
的
統
一
」
の
偽
瞞
を
あ
ば
く

―
総
評
解
体
阻
止
の
焦
点
―

党
大
会
と
社
会
党
の
展
望

総
評
解
散
を
阻
止
す
る
た
め
に

―
北
海
道
の
た
た
か
い
の
報
告
―

国
鉄
闘
争
を
基
礎
に
「
総
評
解
体
阻
止
」
ヘ

―
島
根
の
仲
間
か
ら
の
報
告
―

特
集
「
十
一
・
七
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
②

報
告
２
困
難
な
と
き
ほ
ど
原
点
に
立
ち
帰
る

（
全
国
一
般
）

報
告
３
百
八
票
を
根
拠
地
に
持
久
戦
（
私
鉄
総
連
）

報
告
４
本
部
答
弁
が
履
行
さ
れ
な
い
と
き
は
？
（
自
治
労
）

報
告
５
日
教
組
を
め
ぐ
る
情
勢
（
日
教
組
）

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

号
外
労
戦
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針

№
３
９
２
（
一
九
八
九
年
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
天
皇
ヒ
ロ
ヒ
ト
の
死

今
年
の
課
題
五
つ
岩
井
章

自
治
労
「
分
裂
」
で
喜
ぶ
も
の
は
？

―
自
治
労
中
央
委
で
考
え
た
こ
と
―

八
九
春
闘
懇
は
か
く
た
た
か
う

「
国
鉄
闘
争
」
を
ふ
り
返
っ
て
吉
田
進

◇
北
海
道
・
新
得
か
ら
の
報
告
◇

「
国
労
ゆ
え
に
差
別
さ
れ
た
」

社
会
党
の
朝
鮮
政
策
は
変
更
の
要
な
し

―
変
化
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
は
韓
国
の
政
策
―

書
評
向
坂
ゆ
き
編

「
道
は
一
筋
―
向
坂
逸
郎
を
語
る
」

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
３
９
３
（
一
九
八
九
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
公
民
路
線
の
清
算
が
党
勢
拡
大
の
基
本

ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル
の
天
皇
制
復
活
の
地
な
ら
し
―
天
皇
死
去
報
道
マ
ス
コ
ミ
の
地
な
ら
し
―

「
裕
仁
の
死
」
と
平
和
憲
法
の
原
点

エ
ン
ペ
ラ
ー
イ
ズ
デ
ッ
ド

資
料
政
府
が
憲
法
違
反
の
代
替
わ
り
儀
式
を
計
画

地
労
委
勝
利
命
令
と
こ
れ
か
ら
の
た
た
か
い

北
海
道
地
労
委
が
国
労
完
全
勝
利
の
救
済
命
令

全
国
の
自
治
労
の
仲
間
へ
！
―
自
治
労
運
動
の
現
状
を
考
え
る
―

国
労
に
連
帯
し
、
五
万
人
カ
ン
パ
を
よ
び
か
け

―
兵
庫
の
仲
間
の
と
り
く
み
か
ら
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
３
９
４
（
一
九
八
九
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
竹
下
内
閣
打
倒
は
社
会
党
の
任
務

天
皇
制
と
日
本
資
本
主
義
の
行
方

―
支
配
層
の
ね
ら
い
を
見
抜
け
―

主
権
在
民
こ
そ
憲
法
の
柱

天
皇
の
戦
争
責
任
を
め
ぐ
り
内
外
に
論
議

―
国
内
と
国
外
で
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
―

労
戦
統
一
と
職
場
闘
争

―
日
教
組
の
現
状
と
今
後
の
課
題
―

一
九
八
九
年
労
働
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
①

書
評
「
よ
み
が
え
れ
青
年
部
運
動
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
９
５
（
一
九
八
九
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
日
本
の
「
労
働
貴
族
」
の
現
状

現
実
の
闘
い
で
社
公
民
路
線
は
破
綻

―
社
会
党
第
五
四
回
大
会
の
報
告
―

社
会
党
大
会
を
ふ
り
返
っ
て

「
連
合
」
を
従
え
た
日
経
連
の
い
い
た
い
放
題

―
「
労
働
問
題
研
究
委
員
会
報
告
」
の
ポ
イ
ン
ト

連
合
発
足
一
年
の
本
質

―
一
九
八
九
年
労
働
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
②
―

大
軍
拡
予
算

―
一
九
八
九
年
予
算
案
の
特
徴
―

京
都
総
評
を
守
れ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
３
９
６
（
一
九
八
九
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

第
五
四
回
党
大
会
と

福
岡
参
院
補
選
で
の
社
会
党
の
圧
勝

〃
憲
法
真
空
地
帯
〃
新
宿
御
苑
周
辺

土
井
委
員
長
の
足
を
引
っ
ぱ
る
も
の

―
問
わ
れ
る
最
前
線
か
ら
の
運
動
構
築

大
衆
闘
争
の
力
で
党
建
設
を

―
社
会
党
大
会
の
総
括
と
課
題
―

労
戦
問
題
を
め
ぐ
る
日
教
組
の
動
向
①

―
第
六
七
臨
大
方
針
案
と
討
議
資
料
を
め
ぐ
っ
て

資
料
１
労
戦
統
一
に
関
す
る
意
見
・
要
望

（
新
潟
県
職
婦
人
部
・
要
旨
）

資
料
２
「
大
都
市
職
労
連
絡
会
」
づ
く
り
に
つ
い
て

三
多
摩
労
働
運
動
の
階
級
的
・
大
衆
的
再
生
ヘ

―
一
五
三
名
の
熱
気
の
中
、

三
多
摩
労
研
セ
ン
タ
ー
結
成
―

書
評
『
逆
流
に
勝
つ
―
地
域
か
ら
の
党
建
設
』

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
９
７
（
一
九
八
九
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
全
労
協
」
を
大
き
く
広
く
結
集
し
よ
う

特
集
「
国
労
闘
争
」
前
進
の
た
め
に
①

「
Ｊ
Ｒ
式
安
全
対
策
」
の
姿
勢
を
問
う

本
務
の
組
織
化
が
こ
れ
か
ら
の
焦
点

横
川
―
軽
井
沢
間
廃
線
を
許
さ
な
い

投
稿
学
校
警
備
員
廃
止
化
反
対
の
闘
い

〃
Ｊ
Ｒ
は
命
令
を
守
れ
！
全
道
集
会
〃
に
二
千
人

資
料
１
全
道
集
会
「
集
会
宣
言
」

労
研
セ
ン
タ
ー
「
都
職
労
友
の
会
」
発
足

―
「
連
合
」
に
反
対
し
、

総
評
・
自
治
労
の
階
級
的
再
生
を
め
ざ
す
―

資
料
２
「
都
職
労
友
の
会
」
結
成
ア
ピ
ー
ル

東
京
地
評
大
会
が
再
び
中
止
ヘ

―
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
二
月
三
日
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

国
際
労
研
・
訪
ソ
交
流
団
に
ご
参
加
を
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№
３
９
８
（
一
九
八
九
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
改
良
と
革
命
の
弁
証
法

言
論
と
行
動
の
自
由
を
―
長
崎
市
本
島
等
市
長
発
言
に
関
し
て
―

◇
本
の
紹
介
◇
横
掘
正
一
書
『
日
教
組
再
生
』

労
戦
「
再
編
」
に
抗
し
続
け
る
仲
間
た
ち
ヘ

◇
京
都
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
◇
京
都
総
評
の
強
化
発
展
と

日
本
労
働
運
動
の
強
化
を
め
ざ
し
て

「
連
帯
す
る
会
」
拡
大
を
連
帯
の
柱
に
―
国
労
の
ゆ
く
え
を
決
定
す
る
た
た
か
い
―

消
費
税
の
撤
回
を
！
―
矛
盾
だ
ら
け
の
税
法
―

◇
資
料
と
解
説
◇
連
合
へ
の
全
面
屈
服
は
明
ら
か

第
十
一
回
連
合
・
総
評
首
脳
会
談
「
合
意
」

資
料
連
合
・
総
評
官
公
労

第
十
一
回
首
脳
会
談
「
合
意
」
書

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

「
社
会
通
信
社
」
住
所
移
転
の
お
知
ら
せ

№
３
９
９
（
一
九
八
九
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
戦
後
最
悪
の
学
習
指
導
要
領
改
訂

「
組
織
分
裂
」
の
不
幸
の
回
避
、
克
服
を
―
自
治
体
労
働
運
動
へ
の
問
題
提
起
―

組
織
の
防
衛
・
強
化
が
大
会
焦
点
に
―
自
治
労
第
五
五
回
大
会
か
ら
―

資
料
自
治
労
産
別
強
化
・
組
織
防
衛
闘
争
の
推
進
に
つ
い
て
（
自
治
労
）

臨
時
大
会
決
定
と
今
後
の
課
題
―
労
働
問
題
を
め
ぐ
る
日
教
組
の
動
向
②

「
大
喪
の
礼
」
と
憲
法
空
洞
化
策
動

「
連
合
型
統
一
候
補
」
と
わ
れ
わ
れ
の
課
題

「
社
会
通
信
社
」
の
住
所
が
変
わ
り
ま
し
た

№
４
０
０
（
一
九
八
九
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
連
合
「
資
格
審
査
」
の
屈
辱
を
受
け
入
れ
る
な

総
評
Ｘ
デ
ー
の
春
闘
と
再
生
へ
の
課
題

闘
争
路
線
の
堅
持
と
六
○
万
の
団
結
維
持
を
―
労
戦
問
題
を
め
ぐ
る
日
教
組
の
動
向
③
―

作
業
委
員
会
〃
延
期
〃
の
背
景
と
こ
れ
か
ら

資
料
１

日
教
組
本
部
へ
の
申
し
入
れ
（
千
葉
高
教
組
）

国
威
発
揚
？
〃
大
喪
の
礼
〃
―
復
活
し
た
皇
軍
と
元
首
天
皇
制
―

支
持
急
落
の
竹
下
内
閣

「
京
都
総
評
に
連
帯
す
る
会
」
に
期
待
の
声

ナ
ジ
ブ
ラ
政
権
は
倒
れ
な
い
―
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
最
近
の
情
勢
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

「
社
会
通
信
社
」
の
住
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。
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№
４
０
１
（
一
九
八
九
年
四
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
消
費
税
撤
回
・
リ
ク
ル
ー
ト
疑
獄
追
及

―
社
会
党
は
主
体
性
堅
持
を
―

自
治
労
、
日
教
組
、
国
労
組
合
員
に

み
た
び
訴
え
る
岩
井
章

◇
兵
庫
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇
国
労
を
包
ん
で
「
下
」
か
ら
闘
う

資
料

「
二
・
一
三
集
会
」
ア
ピ
ー
ル

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
考

「
戦
争
責
任
論
」
に
は
内
と
外
で
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ

―
世
界
の
声
に
背
を
向
け
る
竹
下
内
閣
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇

「
全
労
協
・
準
備
会
懇
談
会
」
の
結
成

書
評
若
林
熈
著
『
白
頭
山
へ
の
旅
』

№
４
０
２
（
一
九
八
九
年
五
月
一
・
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
反
撃
の
時
期
は
い
ま
！

労
戦
を
め
ぐ
る
日
教
組
の
動
向

揺
れ
始
め
た
自
民
党
政
権
の
土
台
―
現
政
局
の
特
徴
と
任
務
①
―

闘
わ
な
け
れ
ば
好
条
件
も
生
か
せ
な
い
―
八
九
年
春
闘
総
括
へ
の
基
本
視
点
―

総
評
解
散
阻
止
の
可
能
性
も
―
作
業
委
員
会
〃
延
期
〃
と
労
戦
問
題
―

メ
ー
デ
ー
と
労
働
者
階
級

資
料
１
「
第
六
○
回
東
京
統
一
メ
ー
デ
ー
」
準
備
の
ご
案
内

資
料
２
「
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
」
準
備
会
の
ア
ピ
ー
ル

資
料
３

第
六
○
回
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会

文
集
を
も
っ
て
子
供
た
ち
が
訴
え
―
清
算
事
業
団
闘
争
は
新
た
な
段
階
ヘ
―

国
労
で
闘
い
続
け
る
―
広
域
の
仲
間
か
ら
の
お
た
よ
り
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
０
３
（
一
九
八
九
年
五
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
官
公
労
協
運
営
委
員
・
企
画
委
員
会
殿

拡
大
す
る
総
評
「
お
葬
式
」
阻
止
の
条
件
―
連
合
の
新
た
な
方
針
で
矛
盾
は
さ
ら
に
拡
大
―

資
料
１

日
教
組
九
州
地
区
協
議
会
「
抗
議
、
並
び
に
申
し
入
れ
要
求
」

資
料
２

千
葉
高
教
組
の
「
質
問
状
」

資
料
３

北
海
道
官
公
労
協
の
意
見
書

闘
い
を
よ
り
大
衆
的
に
―
八
九
春
闘
の
総
括
と
展
望
―

清
算
事
業
団
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
―
九
州
清
算
事
業
団
激
励
交
流
の
感
動
―

野
党
は
リ
ア
ル
に
国
民
の
声
を
聞
け
―
現
政
局
の
特
徴
と
任
務
―

資
料
４

国
政
選
挙
と
連
合
政
権
協
議
へ
の
提
言
（
党
建
協
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
０
４
（
一
九
八
九
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
今
こ
そ
社
会
党
の
強
化
・
躍
進
を
！

時
短
の
真
の
意
味

自
治
労
組
合
員
の
奮
闘
に
期
待
す
る
―
労
戦
問
題
を
め
ぐ
る
官
公
労
の
動
向
①
―

◇
資
料
と
解
説
◇
「
官
民
統
一
推
進
会
」
発
足
と
今
後

資
料
１

第
十
四
回
首
脳
会
談
（
合
同
）
合
意
事
項

資
料
２
「
統
一
案
起
草
委
員
会
」
委
員
一
覧

資
料
３
「
実
務
者
委
員
会
」
委
員
一
覧

情
勢
に
大
き
な
変
化
―
東
京
・
都
労
連
メ
ー
デ
ー
の
大
成
功
―

追
い
風
は
我
に
あ
り
―
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
清
算
事
業
団
闘
争

国
民
は
選
択
を
行
っ
た
―
人
民
代
議
員
選
挙
を
顧
み
て
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
４
０
５
（
一
九
八
九
年
六
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
反
自
民
の
全
野
党
が
結
集
し
よ
う

資
料
１

政
治
危
機
突
破
の
た
め
の
緊
急
提
言

「
連
合
」
流
に
さ
ら
に
改
悪
―
「
統
一
案
起
草
作
業
結
果
の
答
申
」
に
つ
い
て

資
料
２

日
教
組
本
部
へ
の
「
申
し
入
れ

（
千
葉
高
教
組
）

」

資
料
３
新
「
連
合
」
の
〃
網
領
文
書
〃
―
「
進
路
と
役
割
」
と
「
連
合
の
進
路
」
―

破
産
し
つ
つ
あ
る
「
民
営
・
分
割
」
―
「
Ｊ
Ｒ
の
光
と
影
」
を
よ
ん
で
―

〃
広
域
〃
闘
う
国
労
の
仲
間
た
ち

編
集
部
だ
よ
り

№
４
０
６
（
一
九
八
九
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
破
ら
れ
て
い
た
非
核
三
原
則

社
会
党
は
国
民
の
意
見
に
耳
を
貸
せ
―
「
い
ま
社
会
党
を
励
ま
し
、

正
し
い
躍
進
を
願
う
国
民
集
会
」
決
議
―

連
合
を
〃
職
場
の
安
定
帯
〃
と
し
て
〃
慶
賀
〃

「
桜
田
テ
ー
ゼ
」
を
再
度
か
か
げ
た
日
経
連
総
会

全
労
協
、
九
月
九
日
に
「
準
備
会
」
結
成
ヘ

資
料
１

全
労
協
の
具
体
的
な
推
進
に
つ
い
て

資
料
２

全
労
協
の
結
成
を
め
ざ
す

同
志
へ
の
ア
ピ
ー
ル

総
評
拡
評
と
日
教
組
へ
の
期
待

資
料
３

連
合
の
「
運
動
領
域
と
活
動
の
あ
り
方
」
―
新
旧
文
書
の
比
較
対
照
表
―

労
働
委
員
会
制
度
を
守
れ
―
「
週
刊
新
潮

、
屋
山
論
文
批
判
―

」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

国
労
東
京
が
事
業
セ
ン
タ
―
を
開
設
―
国
労
全
国
統
一
物
資
販
売
へ
ご
協
力
を
！
―
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№
４
０
７
（
一
九
八
九
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
田
辺
氏
の
危
険
な
「
新
見
解
」

二
つ
の
選
挙
は
末
来
を
開
く

永
久
政
権
を
模
索
す
る
自
民
党
案
―
「
政
治
改
革
案
」
の
検
証
①
―

活
動
家
、
組
合
員
へ
の
率
直
な
提
起
で
討
論
を
―
自
治
労
中
央
委
と
組
合
員
の
任
務
―

資
料
１

労
戦
統
一
を
完
成
さ
せ
る
取
り
組
み
（
自
治
労
）

資
料
２
「
基
本
文
書
」
な
ど
に
か
か
わ
る
見
解
（
日
教
組
）

五
・
二
八
国
労
の
広
域
採
用
者
と

家
族
を
は
げ
ま
す
集
い
―
心
を
一
つ
に
力
を
あ
わ
せ
、
連
帯
を
確
認
―

書
評
「
自
治
労
運
動
と
労
戦
統
一
」
を
推
す

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇

国
労
東
京
が
事
業
セ
ン
タ
―
を
開
設
―
国
労
全
国
統
一
物
資
販
売
へ
ご
協
力
を
！
―

№
４
０
８
（
一
九
八
九
年
七
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

民
衆
が
歴
史
を
つ
く
る
―
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
百
年

歴
史
的
な
新
潟
補
選
の
大
勝
利

総
学
習
し
、
各
級
機
関
会
議
で
討
論
を
―
再
び
「
連
合
の
進
路
」
に
つ
い
て
―

資
料
１

都
労
連
の
労
戦
統
一
方
針

「
全
面
解
決
案
」
実
現
に
む
け
総
決
起
―
国
労
第
五
三
回
臨
時
大
会
―

自
民
党
「
政
治
改
革
」
案
の
問
題
点
―
「
政
治
改
革
案
」
の
検
証
②
―

リ
ク
ル
ー
ト
疑
獄
か
ら
学
ぶ
こ
と
―
社
会
党
に
期
待
さ
れ
る
も
の
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
本
誌
拡
大
に
ご
協
力
を

№
４
０
９
（
一
九
八
九
年
七
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
参
院
選
の
焦
点

自
民
惨
敗
、
社
会
党
は
大
躍
進
―
都
議
選
結
果
の
意
味
す
る
も
の
―

「

国
労
だ
か
ら
…

『
女
だ
か
ら
…
』
そ
ん
な
差
別
は
許
さ
な
い
！
」

『

』

―
国
鉄
清
算
事
業
団
の
仲
間
と
手
を
つ
な
ぐ
六
・
二
四
集
会
―

銀
行
家
も
驚
く
大
合
理
化

日
教
組
運
動
の
特
質
と
労
戦
の
選
択

―
労
戦
問
題
を
め
ぐ
る
官
公
労
の
動
向
②
―

新
刊
案
内
岩
井
章
「
ひ
と
す
じ
の
道
五
○
年
」

動
き
急
な
統
一
労
組
懇

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

本
誌
拡
大
に
ご
協
力
を
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№
４
１
０
（
一
九
八
九
年
八
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
明
る
く
楽
し
く
活
動
を
①

我
等
は
い
ま
、
何
を
な
す
べ
き
か

坂
牛
哲
郎

―
激
動
す
る
情
勢
に
立
ち
遅
れ
る
な
―

組
合
分
裂
を
あ
お
る
社
会
党
の
方
針

資
料
１

労
働
界
全
体
の
統
一
に
む
け
て
の
党
の
対
応

解
雇
撤
回
を
た
た
か
っ
て
一
三
年
―
昭
和
電
工
・
千
葉
の
仲
間
か
ら
の
報
告
―

◇
資
料
と
解
説
◇
日
教
組
「
組
織
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て

資
料
２

日
教
組
代
表
者
会
議
方
針

資
料
３

統
一
労
組
懇
系
に
よ
る
「
連
絡
会
」
の
よ
び
か
け

資
料
４

団
結
の
力
で
六
○
万
日
教
組
を
守
ろ
う

◇
投
稿
◇
〃
有
利
な
情
勢
〃
と
職
場
に
違
和
感

国
労
に
新
た
な
勝
利
命
令

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

本
誌
拡
大
に
ご
協
力
を
―
編
集
部
だ
よ
り

№
４
１
１
（
一
九
八
九
年
八
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
真
価
問
わ
れ
る
社
会
党

―
参
院
で
の
与
野
党
逆
転
に
あ
た
っ
て

拒
否
さ
れ
た
「
永
田
町
政
治
」
の
論
理
―
わ
れ
ら
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
②
―

日
教
組
、
新
「
連
合
」
に
加
盟
を
提
案

資
料
１

労
働
戦
線
の
統
一
に
関
す
る
件
（
案
）

国
労
闘
争
前
進
の
た
め
に
―
国
労
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題
―

「
闘
っ
て
良
か
っ
た
」
と
い
え
る
日
を
め
ざ
し
て
―
昭
和
電
工
・
千
葉
の
仲
間
か
ら
の
報
告
②
―

◇
投
稿
◇
新
潟
の
仲
間
の
闘
い
に
学
ぶ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り
―
読
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

№
４
１
２
（
一
九
八
九
年
八
月
二
一
日
）

続
・
我
等
は
い
ま
、
何
を
な
す
べ
き
か

坂
牛
哲
郎

―
「
周
辺
部
」
の
反
乱
を
「
基
軸
部
」
ヘ
①
―

一
八
五
力
国
か
ら
二
万
人
が
参
加
―
第
一
三
回
世
界
青
年
学
生
祭
典
に
参
加
し
て
―

統
一
の
名
に
よ
る
分
裂
は
許
せ
ん
！
―
自
治
労
富
山
大
会
を
前
に

社
会
党
左
派
系
が
全
国
集
会
―

資
料
１

「
七
・
二
八
全
国
討
論
集
会
」
案
内

資
料
２

「
七
・
二
八
集
会
」
ヘ
の
自
治
労
本
部
・
指
示

資
料
３

自
治
体
労
組
交
流
会

「
八
・
一
一
神
戸
集
会
」
の
よ
び
か
け

資
料
４

「
七
・
二
八
全
国
集
会
」
ア
ピ
ー
ル

労
戦
問
題
で
二
つ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

◇
投
稿
◇
京
都
総
評
が
全
労
協
運
動
に
組
織
的
に
関
わ
る
こ
と
を
決
定

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り
―
読
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

◇
号
外
◇
「
わ
れ
ら
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
―
都
議
選
、
参
院
選
総
括
」
八
月
下
旬
発
行
三
百
円



- 9 -

№
４
１
３
（
一
九
八
九
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
自
民
党
の
崩
壊
、
労
戦
再
編
成

二
つ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
思
う

続
・
我
等
は
い
ま
、
何
を
な
す
べ
き
か

―
「
周
辺
部
」
の
反
乱
を
「
基
軸
部
」
ヘ
②

◇
灰
原
茂
雄
氏
と
語
る
①
◇

『
三
池
と
向
坂
教
室

、
編
集
を
終
え
て

』

期
待
ふ
く
ら
む
ワ
イ
ト
ハ
ー
ス
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン

―
Ｄ
Ｄ
Ｒ
建
国
四
○
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
―

九
月
九
日
に
全
労
協
準
備
会
結
成
大
会

「
ヤ
ル
し
か
な
い
⑰

「
全
労
協
」
を
統
制
す
る
？

」

あ
ら
ゆ
る
分
裂
主
義
か
ら

六
○
万
日
教
組
を
守
り
ぬ
こ
う

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
号
外
◇
「
わ
れ
ら
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
―

都
議
選
、
参
院
選
総
括
と
展
望
」

―
発
行
と
ご
購
読
の
お
願
い

№
４
１
４
（
一
九
八
九
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
政
治
展
望
を
切
り
開
く
た
め
に

◇
選
挙
闘
争
を
た
た
か
っ
て
◇

女
性
の
本
格
的
な

政
治
参
加
の
走
り
を
実
感
（
新
潟
）

「
連
合
」
で
な
く
社
会
党
こ
そ
が

逆
転
の
原
動
力
（
岡
山
）

行
財
政
「
改
革
」
で
矛
盾
が
激
化
（
長
野
）

ヤ
ル
し
か
な
い
！
⑱

「
社
会
党
の
抵
抗
性
」
と
い
う
「
源
泉
」

参
院
選
か
ら
京
都
市
長
選
へ

党
建
協
、
第
三
回
総
会
・
記
念
講
演
会
に
参
加
し
よ
う

社
会
党
の
「
基
本
政
策
」
転
換
を
許
す
な

◇
灰
原
茂
雄
氏
と
語
る
②
◇

「
友
情
は
人
生
の
花
で
あ
る
」
を
わ
が
も
の
に

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
号
外
◇
「
わ
れ
ら
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
―

都
議
選
、
参
院
選
総
括
」

九
月
六
日
発
行
、
定
価
三
百
円
ご
購
読
を
！
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№
４
１
５
（
一
九
八
九
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
闘
争
が
新
し
い
日
本
を
つ
く
る

当
面
す
る
政
局
へ
の
提
言

―
日
本
社
会
党
「
党
建
協
」
―

都
職
労
、
兵
庫
県
本
部
が
修
正
案
提
出

―
自
治
労
第
五
六
回
大
会
の
報
告
と
感
想
―

資
料
①
「
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
」
ヘ
の
加
盟
に
つ
い
て

資
料
②

自
治
労
大
会
第
二
号
議
案
へ
の
修
正
案
（
兵
庫
県
本
部
）

資
料
③

自
治
労
大
会
第
三
号
議
案
（
抜
粋
）

資
料
④

自
治
体
労
働
組
合
全
国
連
絡
協
「
声
明
」

総
評
議
長
が
国
労
に
〃
挑
戦
状
〃

資
料
⑤

Ｊ
Ｒ
の
不
当
労
働
行
為
、
国
労
支
援
に
出
ぬ
労
働
界

資
料
⑥

国
労
の
労
戦
統
一
方
針
（
案
）

◇
国
労
大
会
報
告
①
◇
す
べ
て
の
闘
い
を
組
織
奪
還
闘
争
に
結
合

韓
国
労
働
者
の
不
屈
の
闘
い

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
号
外
◇
「
わ
れ
ら
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
―

都
議
選
、
参
院
選
総
括
」

九
月
六
日
発
行
、
定
価
三
百
円
ご
購
読
を
！

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

○
三
―
二
九
九
―
五
三
六
七

№
４
１
６
（
一
九
八
九
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

左
派
は
左
派
ら
し
く
、
新
た
な
闘
い
と
決
意
を

「
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
」
ヘ
の
加
盟
を
決
定

―
自
治
労
第
五
六
回
大
会
の
報
告
―

「
全
労
協
参
加
」
を
決
定

―
国
労
の
位
置
と
任
務
、
役
割
を
新
た
に
認
識
―

資
料
１

国
労
の
「
全
面
解
決
要
求
」

闘
う
労
働
運
動
の
拠
点

―
「
全
労
協
」
準
備
会
結
成
―

資
料
２

全
労
協
結
成
準
備
会
発
足
ま
で
の
経
過

資
料
３

全
労
協
結
成
準
備
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

◇
号
外
◇
「
わ
れ
ら
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
―

都
議
選
、
参
院
選
総
括
と
展
望
」
―

好
評
発
売
中
、
定
価
三
百
円
ご
購
読
を
！
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№
４
１
７
（
一
九
八
九
年
一
〇
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
総
評
の
終
焉
と
「
全
労
協
」

ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
主
義
へ
の
道
―
Ｄ
Ｄ
Ｒ
建
国
四
○
周
年
に
寄
す
―

「
全
面
解
決
要
求
」
実
現
を
め
ざ
す
―
国
労
第
五
四
回
大
会
の
報
告
―

大
田
区
職
労
で
一
日
行
動
―
「
国
鉄
闘
争
」
に
連
帯
・
交
流
―

資
料
１
全
労
協
の
組
織
お
よ
び
運
営
の
ポ
イ
ン
ト

分
裂
の
誘
発
に
抗
し
た
左
派
の
健
闘
―
日
教
組
第
六
八
回
定
期
大
会
の
報
告
―

『
小
沢
治
さ
ん
に
学
ぶ
』
発
刊
に
あ
た
っ
て

一
千
万
署
名
、
十
一
・
二
二
集
会
に
協
力
を

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
号
外
◇
「
わ
れ
ら
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
―

都
議
選
、
参
院
選
総
括
と
展
望
」
―

好
評
発
売
中
！
定
価
三
百
円
ご
購
読
を
！

№
４
１
８
（
一
九
八
九
年
一
〇
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
全
労
協
」
の
道

岩
井
章

総
評
解
散
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
①
―
総
評
第
八
一
回
定
期
大
会
の
報
告
―

資
料
１
総
評
大
会
で
の
加
治
特
別
代
議
員
の
発
言

資
料
２
総
評
セ
ン
タ
―
活
動
大
綱

資
料
３
総
評
セ
ン
タ
―
加
盟
状
況

苔
あ
ら
ず
ん
ば
松
も
ま
た
こ
れ
な
し
―
参
院
選
結
果
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

坂
牛
哲
郎
著
労
働
者
運
動
の
展
望
を
示
す
！

◇
号
外
◇
「
わ
れ
ら
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
―

都
議
選
、
参
院
選
総
括
と
展
望
」
―

ご
購
読
を
！
好
評
発
売
中
定
価
三
百
円

№
４
１
９
（
一
九
八
九
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
科
学
的
社
会
主
義
の
理
論
と
実
践
①

歴
史
を
つ
く
る
楽
し
み
を
―
総
評
解
散
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
②
―

発
足
し
た
「
統
一
準
備
会
」

階
級
的
労
働
運
動
再
構
築
に
布
陣
―
神
奈
川
で
総
評
・
継
承
発
展
集
会
―

◇
投
稿
◇
明
る
く
お
お
ら
か
、

笑
顔
が
す
て
き
な
若
者
た
ち

全
面
解
決
要
求
実
現
の
闘
い
と
「
全
労
協
」
参
加

清
算
事
業
団
闘
争
勝
利

「
十
一
・
二
二
」
集
会
に
参
加
を

フ
ラ
ン
ス
革
命
二
百
年
に
思
う
―
本
物
に
根
気
よ
く
挑
戦
し
た
い
―

三
井
資
本
、
三
た
び
首
切
り
合
理
化

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
２
０
（
一
九
八
九
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
十
一
・
二
二
」
五
万
入
集
会
成
功
に
協
力
を

情
勢
は
新
た
な
段
階
に
突
入
―
総
評
解
散
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
③
―

困
難
を
克
服
し
、
党
強
化
の
具
体
的
活
動
を

―
第
六
四
回
社
会
党
兵
庫
県
本
大
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
―

社
会
党
に
砲
火
集
中

―
日
経
連
が
社
会
党
批
判
の
パ
ン
フ
発
行
―

資
料
１

日
経
連
パ
ン
フ
（
要
約
）

資
料
２

民
社
党
「
永
末
ビ
ジ
ョ
ン

（
要
旨
）

」

資
料
３

電
機
労
連
の
参
院
選
中
間
総
括
（
要
旨
）

自
民
党
支
持
率
低
下
は
必
至
―
最
近
の
世
論
調
査
結
果
か
ら
―

消
費
税
廃
止
へ
大
衆
運
動
を

組
織
分
裂
は
自
治
労
か
ら
日
教
組
へ

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
広
域
の
仲
間
へ
の
手
紙

「
国
労
支
援
中
央
共
闘
会
議
準
備
会
」
が
結
成

◇
号
外
◇
「
我
等
は
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
―

都
議
選
、
参
院
選
の
総
括
と
展
望
」

定
価
三
○
○
円
ご
購
読
を
！

№
４
２
１
（
一
九
八
九
年
一
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
西
ド
イ
ツ
に
は
失
業
の
自
由

国
労
闘
争
の
勝
利
の
展
望
を
切
り
開
こ
う

―
民
主
主
義
闘
争
前
進
に
む
け
て
の

職
場
か
ら
の
総
括
と
課
題
の
た
め
に
―

◇
資
料
と
解
説
◇

九
○
春
闘
懇
、
労
研
セ
ン
タ
ー
の
会
議
か
ら

資
料
１

九
○
春
闘
懇
結
成
総
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

資
料
２

国
労
の
地
方
議
会
要
請
活
動
へ
の
対
処
方
に
つ
い
て
（
自
民
党
）

資
料
３

労
研
セ
ン
タ
ー
の
当
面
の
諸
活
動

新
段
階
の
労
働
運
動
に
備
え
る

―
二
冊
の
書
物
を
読
ん
で
―

最
大
の
山
場

「
国
鉄
闘
争
」
に
全
力
を

、

―
清
算
事
業
団
闘
争
に
運
帯
す
る
会
を
結
成
し
て

仲
間
た
ち
を
首
切
ら
せ
て
た
ま
る
か

―
一
千
万
署
名
達
成
に
む
け
て
―

過
労
死
と
労
災
認
定
を
め
ぐ
っ
て

郵
政
反
合
理
化
闘
争
の
課
題

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

「
こ
の
思
い
を
レ
ー
ル
に
乗
せ
て
」
を
す
す
め
る
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№
４
２
２
（
一
九
八
九
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
東
ド
イ
ツ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
違
う

消
費
税
は
廃
止
で
き
る
！

小
林
晃

「
連
合
」
の
路
線
、
組
織
、
方
針
①
―
労
働
戦
線
の
状
況
を
探
る
―

「
連
合
」
発
足
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
①
坂
牛
哲
郎

社
会
党
へ
の
新
た
な
攻
撃
の
始
ま
り
―
日
経
連
の
社
会
党
批
判
に
つ
い
て
―

国
労
闘
争
の
勝
利
の
展
望
を
切
り
開
こ
う

―
民
主
主
義
闘
争
前
進
に
む
け
て
の
職
場
か
ら
の
総
括
と
課
題
の
た
め
に
②
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
２
３
（
一
九
八
九
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
連
合
」
発
足
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
②

―
下
か
ら
の
大
衆
闘
争
を
―

全
労
協
結
成
大
会
近
づ
く
―
一
○
○
万
人
の
結
集
を
め
ざ
す
―

「
連
合
」
の
路
線
、
組
織
、
方
針
②

―
政
治
路
線
に
は
四
つ
の
な
が
れ
―

◇
北
海
道
清
算
事
業
団
闘
争
に
参
加
し
て
①
◇

国
労
闘
争
は
民
主
主
義
擁
護
の
中
心
軸

新
た
な
段
階
に
入
っ
た
日
教
組

―
日
教
組
臨
時
大
会
の
意
味
す
る
も
の
―

№
４
２
４
（
一
九
八
九
年
一
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
と
帝
国
主
義

「
全
労
協
」
を
結
集
拠
点
に

―
総
評
解
散
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
④
―

新
た
な
段
階
に
入
っ
た
労
働
運
動

―
連
合
統
一
大
会
報
告
を
中
心
に
―

帰
京
後
、
さ
っ
そ
く
報
告
会

―
清
算
事
業
団
交
流
会
に
参
加
し
て
―

最
終
局
面
に
入
っ
た
東
京
地
評
を
め
ぐ
る
攻
防

分
裂
の
悲
劇
、
非
組
合
員
の
急
増

―
自
治
労
府
本
部
大
会
と
情
勢
―

都
職
労
大
会
、
分
裂
を
回
避

三
年
目
に
入
っ
た
不
当
解
雇
撤
回
の
闘
い

十
一
・
二
二
集
会
は
大
成
功

―
全
国
か
ら
三
万
二
千
名
が
参
加
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


